
はじめに　　i

比較政治学との出会い

　比較政治学とはどのような分野でしょうか。比較政治学は，主に
国内政治に比重を置いて，複数の国や複数の分野の政治を比較する，
政治学の一分野です。
　ある国や分野の政治がどのような特徴があるかを考えるときには，
比較が不可欠です。比べて初めてわかることはたくさんあります。
たとえば，日本政治はたびたび大きな構造汚職のスキャンダルが起
きてきたため，汚職が多いというイメージをもつ人も多いかもしれ
ません。2024年にも，日本では政治資金問題をきっかけに，きれ
いな政治を求める声が上がっています。しかし，腐敗について世界
レベルの比較によく用いられる腐敗認識指数（Corruption Perception 

Index）の最新版（2023年）によれば，日本（スコア 73）は，イギリスやフ
ランスなどと同じレベルで，とくに腐敗が多いわけではありません。
　また，議員の数が多すぎるのは問題だという話もよく聞きますが，
日本の人口当たりの国会議員数は少ないほうです。たとえば，下院
について日本の衆議院とドイツの連邦議会を比べると，法定定数は
それぞれ 465と 630です。
　比べることの大切さは伝わったでしょうか。政治について独特だ，
問題だと思っていたことがありふれていたりすることもある一方，
普通だと思っていたことが変わっていたりするのはめずらしくあり
ません。だからこそ，比較することで政治の特徴と共通性を選り分
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けていく政治学──比較政治学が必要なのです。

本書の視点

　政治を比べる重要さがわかったとしても，比べる対象はたくさん
あります。世界の地域，さまざまな政策分野や時代を比べる比較政
治学の間口は広く，長い歴史がある学問分野です。グローバル化に
よって急速に変わりつつある各国政治のイメージをとらえるのは簡
単ではありません。何から始めたらよいのか，取っ付きにくく感じ
られるかもしれません。
　そこで本書では，思い切った取捨選択をして比較政治の対象を絞
ると同時に，比較の視野を拡げる試みもしています。本書は，政治
学入門で最初によく扱う，政治とは何か，政治学はどのような学問
かという問いには踏み込みません。古典的な政治学の教科書では，
政治は「諸価値の権威的配分」であるというイーストンの有名な定
義を紹介するなどしながら，政治とはどのような営みかを正面から
とりあげるのが出発点でした。
　これに対して，最近の政治学の教科書では，政治は選挙や議会な
ど典型的な政治の場とされる範囲を超えるものと考えるようになっ
ています。たとえば，家庭や大学の仲間の関係など，従来「公」に
対して「私」の領域と考えられてきた分野についても，政治として
考えるべきとする立場も現れています。何が政治かは，人が違えば
異なり，時代によっても揺れ動いています。同じく，政治学とは何
かについても，多様な考え方があります。
　だからこそ，あまり堅苦しく定義を示しても有益だとは思いませ
ん。とりあえずは，「個人を超えた社会や経済などの問題について，
何かの決定をしたり，それに影響を与えようと働きかけたりするこ
と」という程度のイメージをもってくだされば十分です。政治学と
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は何かについても，上記のような政治を対象にする社会科学の一分
野であると考えていただければよいでしょう。
　そのうえで，本書は，比較する政治の対象を，主に欧米アジアの
「確立した民主主義国（established democracies）」の政治に絞ってい
ます。以前なら「先進民主主義国（advanced democracies）」と呼ば
れていた国々です。比較政治学全般の対象には当然それ以外の，発
展途上国と呼ばれてきた国々も含まれていますし，民主主義ではな
い政治（権威主義といいます。後述）も対象です。ただし，わざわざ
分けている以上，民主主義国と権威主義国，さらに民主主義国の中
でも何世代かにわたって持続した民主主義国と，民主化して間もな
い新興民主主義国では，比べるための条件が異なっています。
　本書では民主主義と権威主義を比べるのではなく，民主主義の中
で比較するほうが，日本の読者向けの比較政治として有益だと考え
ました。もちろん，本書でも，権威主義についても必要な範囲で説
明しています（第 2章）。ただし，権威主義に重点を置くか，両者
を横断する比較政治については，すでに優れたテキストがあるので，
そちらに譲ります（代表的なものとして，久保慶一・末近浩太・高橋百
合子『比較政治学の考え方』〈有斐閣ストゥディア，2016年〉，粕谷祐子

『比較政治学』〈ミネルヴァ書房，2014年〉などがあります）。
　他方で，本書は，近年の比較政治学のテキストでは正面から扱わ
れることが少ないテーマもとりあげて，比較政治の守備範囲を拡げ
ようとしています。宗教や文化は，20世紀半ばごろまでは比較政
治でもふれられてきましたが，今は政治学として扱う難しさから避
けられる分野です。しかし，執筆者たちが大学で教えてきた経験か
ら，多くの学生が関心をもつ分野です。そこで新しい枠組みを用い
ながらとりあげることにしました。また，司法政治のように，教科
書ではまだあまり登場していない分野も，同じく関心が集まってい
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る分野なのでとりあげています。他方，議会や選挙，政党，福祉と
いった典型的分野については，ジェンダーや教育政策など最新の研
究も採り入れて刷新しています。いずれも現代の民主主義国の政治
を理解しようとするときに，大切で，面白い問題です。
　本書の書名を『民主主義の比較政治学』としたのは，このように，
現代の民主主義国の政治に焦点を当てて，変化の仕方や背景をじっ
くり考えていこうという思いを反映しています。

めざすレベル

　本書は，大学の学部生に，比較政治学を学んでもらうためのテキ
ストです。大学 4年間の学習を，入門・標準・発展・応用の段階
に分けるとしたら，本書は，標準を中心に，入門と発展も横断した
水準に設定しています。入門レベルから使用可能なように，基本的
な制度や理論の説明も疎

おろそ
かにしていません。そのうえで，発展的な

内容に興味をもつ人には，発展レベルに加えて，ところどころ応用
につながる内容にもふれています。また，文献案内やサポートペー
ジも用意しています。
　1年生や学際的な学部などで選択科目として履修する方や政治学
系の科目を初めて学ぶ方にとっても，基本的な内容から解説を始め
ているので大丈夫です。2年生以上の政治学の入門講義を終えた方
にとっては，政治学の 1つの分野としての比較政治学を学ぶのに
ちょうどよいでしょう。さらに，研究の世界をのぞいてみたいとい
う意欲的な方にも，随所に最新の研究をふまえた説明があるので，
そちらを参考にして，学習を進めてください。

執筆者より

　執筆者である 4人の専門は，地域としては日本からヨーロッパ
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まで，分野としては政党や世論，議会，政治経済まで，手法として
は歴史研究から計量や実験まで，バラエティーに富んでいます。こ
のようなチームになったのは，実際に比較政治学という分野が多様
な対象や手法を横断したものであるからです。実際に各々がさまざ
まな大学で教えてきた経験を基に，学部の比較政治のテキストとし
て必要な内容を盛り込みました。
　専門は違っても，比較政治学として，政治について何かと何かを
比べて初めてわかった！……という魅力を伝えたい，という思いは
共通しています。比べるのは国同士でも構いませんし，政策の分野
でも構いません。当たり前だと思っていたことがそうでなかったり，
わからなかったことに意外な説明や理論が謎解きを与えてくれたり
する発見の面白さを味わってほしいです。この教科書は，あくまで
も入り口であって，学生と教員が議論しながら，もしくは学生自身
が調べながら勉強するきっかけとなればと思います。
　本書の作成にあたっては，多くの方にお世話になりました。執筆
者それぞれが担当した授業を履修した学生のみなさんの反応が，執
筆を進めるときの支えになりました。板橋拓己先生（東京大学），稗
田健志先生（大阪公立大学）には，草稿に目を通していただき，貴
重なコメントを頂きました。できる限り反映したつもりですが，内
容の責任はあくまで著者にあります。最後に，ゆっくりとした進行
の著者たちを絶妙のタイミングで促してくださった編集者の岩田拓
也さんの力なしでは本書は完成に漕ぎ着けられませんでした。
　本書を多くの方の手に取っていただき，比較政治学の面白さを知
っていただけるよう願っています。

2025年 1月

著 者 一 同
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全体の構成
　本書は，分野別に 14の章からなります。第 1 章から第 3 章は，国家，民主主
義，民主主義の内容と，政治体制全体の特徴を扱う章です。続く第 4 章から第 9

章は，選挙，政党，執政，議会，司法，地方といった，いわゆる政治制度に注目
した分野です。そして，第 10 章から第 14 章は，文化，宗教，政治経済，福祉，
社会といった，政治制度の背景となる分野を扱っています。
　おおよそ週 1回のペースで 14回～15回程度で行われる大学の授業（2単位）
で，ちょうど初回の授業オリエンテーションの後に，1章ずつ扱うと，終わるよ
うになっています。通年や 4単位の授業では，1章あたりに時間をかけて 2回程
度で進めていただくとよいでしょう。
　章ごとに自立した内容になっていますので，第 1章から始めなければならな
いわけではなく，関心のあるところから読み始めていただいてもわかるようにな
っています。他方で，選挙制度（第 4 章）と政党数や政党組織（第 2 章）の関係
のように，各章は他の章との関連を意識した説明を心がけています。参考にして
ほしい他の章を示していますので，あわせてたどって読んでいただくと，より理
解が深まります。

各章の構成
Quiz　クイズ……各章は，最初の扉ページに関連するクイズを置いていますので，
読み始める前に挑戦してください。ページをめくると答えと簡単な解説があり
ます。

Chapter structure　本章の構成／Keywords……章の冒頭に，章全体の構成（節
ごと）とキーワードを掲載しています。各章の初めの部分でも，章の課題と内
容を簡単に説明しています。全体を概観するのに使ってください。

本論……内容に応じて，数節に分かれた説明を行っています。説明の中では，図
表を用いたり，文章の末尾に（　）で参照文献を入れたりしています。

Book guide　読書案内……日本語で読め，入手しやすい文献を中心に，章の内容

Information
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を理解するのに大切な書籍や論文を数点挙げて，解題を付しています。
Bibliography　参考文献……章の内容に関連する参考文献を挙げています。基本
的な内容から，発展的な研究までを挙げていますので，関心に応じて参考にし
てください。

ウェブサポートページ
　この教科書を使って学習される学生，授業をされる教員の方々向けにサポート
ページを用意しています。刊行後，随時内容を拡充していく予定です。

（1）購入者向けサポートページ
　本を購入してくださった方は，下記のような内容をご覧いただけます。

エクササイズ……章の内容に関係した問題をいくつか付け，解説を付しています。
理解できたかの確認になるような基本的な問題から，少し手応えのある問題ま
で揃えています。復習や試験対策に利用してください。発展的な問題は，本書
をゼミの教材として利用される場合に，授業内のディスカッションの素材とし
ても使えるように意識しています。
関連データ・図表……本文には所収できなかった図表やデータ，参考となるウェ
ブサイトなどの説明を含んでいます。
補足解説……教科書に盛り込めなかった内容や関連研究の紹介，時事問題に関す
る解説など，各種アップデートして掲載することを予定しています。

　購入者向けサポートページは，下記の URL（QRコード）からご参照ください。

　https : //www.yuhikaku.co.jp/yuhikaku_pr/y-knot/list/20014p/

（2）教員用サポートページ
　本書をテキストに採用していただいた教員の方には，さらに下記のような内容
をご案内しています。

授業用スライドまたはレジュメ……授業に使えるようなスライドやレジュメを用
意しています。
参考試験問題……本書に関係する試験問題と可能な場合は解説も用意しています。
授業用 Tips……授業内で関連したアクティブ・ラーニングなど課題を出す場合
の Tips（事例集など）を用意します。
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Chapter民主主義の多様性

　　　　　　　

3第 章

Quiz　クイズ

　イギリスは自由民主主義の国だが，ないといわれているものがあり
ます。それは何でしょうか。

a.国民主権　　b.違憲立法審査権　　c.中央銀行の独立
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48　　第 3 章　民主主義の多様性

Chapter structure　本書の構成／Keywords

3　議会制民主主義の多様性
多数決型・合意型，国民投票，ロトクラシー

2　直接民主主義と間接民主主義
参加民主主義，代議制，エリート間競争

1　アカウンタビリティ
垂直的アカウンタビリティ，水平的アカウンタビ
リティ，本人 ─ 代理人関係

Answer　クイズの答え

a, b, c�のすべて
　少しひっかけ問題だったかもしれませんが，ふだん日本（語）の公民教
育だけで考えていると，まさか 3つともという発想が出てこなかった面も
あるのではないでしょうか。イギリスは議会主権であり，成文憲法もなく，
中央銀行は政府に従属していますが，間違いなく民主主義国です。これを
機に民主主義がもつ多様性について理解を深めてみましょう。
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第 1 節　アカウンタビリティ　　49

　前章では，現代民主主義政治の制度的要件などについて説明した。
だが，同じような民主主義諸国の間でも，その実態や利益媒介のあ
り方は共通ではない。同じ民主主義諸国の中でも，その民主主義の
「質」の高低を議論する見解や，複数の民主政治のモデルを議論す
る見解がある。
　本章では，まず第 1節で現在，代議制民主主義を比較政治的に
理解するうえで基礎となる「アカウンタビリティ」の概念を説明す
る。次に第 2節で代議制民主主義としばしば対置される直接・熟
議民主主義の観点から間接民主主義を照射し，第 3節で代議制民
主主義の中の多様性を説明する。
　これらはそれぞれ別の論点だが，共通の背景をもつ。それは，代
議制民主主義は民主主義としてよい体制なのか，よく機能している
のか，よく機能させるためにはどのような条件が必要なのか，とい
う代議制民主主義に対する懐疑である。この問題自体は代議制民主
主義の確立以来，常にあるものだが，現在も盛んに議論されている
論点である。というのも，冷戦の終結後に叢生した新たな民主主義
国の体制をいかによりよいものにし，また第 2 章で検討した「第三
の波の揺り戻し」に先進民主主義国も含めていかに対抗していくか，
という点で問題の現実性が高まっているからである。

　本節では，アカウンタビリティについて説明する（高橋　2015）。
アカウンタビリティは，しばしば日本語で説明責任や答責性という
訳語があてられるが，さまざまな理論的含意が交錯して全貌を理解

1 アカウンタビリティ
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50　　第 3 章　民主主義の多様性

するのは容易ではない。ここでは，民主主義体制における制度の多
様性に視座を絞って説明しよう。

アカウンタビリティとは何か

　前章でみた通り，議会制民主主義は公正な競争に基づく選挙で政
策決定者を選ぶ制度である。もし選ばれた代表が有権者の期待に応
えなかった場合には，次の選挙で別の代表に交代することになる。
もっとも，公正な競争に基づく選挙が法的に整備されているからと
いって，民主主義が十全に機能するとは限らない。たとえば，政治
家が投票の見返りに有権者に個別の便宜を図ったり，行政が特定業
者に発注する見返りに金銭を受け取ったりすることは望ましくない。
このような汚職や腐敗を監視したり，政治的決定が適切に行われて
いるかをチェックしたりする必要がある。この場合，チェックされ
る側がチェックする側に対するアカウンタビリティを有すると表現
する。
　そのようなチェックはさまざまなケースで生じうる。
　まず，議員として再選するために政治家たちが自分たちの行動を
有権者に対して説明する必要がある。有権者は選挙の際に任期中の
現職の行動をチェックし，望ましい行動をしていれば投票し，そう
でなければ別の候補に投票するからである。これを選挙アカウンタ
ビリティという。もっとも，選挙のときだけでは在任中はチェック
が効かなくなってしまう。そのため，非政府組織（NGO）やマスメ
ディアといった非国家組織が日常的に政治家に対して説明を求める
役割を果たす。これを社会アカウンタビリティという。この両者を
あわせて，垂直的アカウンタビリティと呼ぶ。
　国家のさまざまな機関もお互いにチェックをしている。たとえば，
政治家は官僚機構に対して法律を適切に施行しているかなどをチェ
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第 1 節　アカウンタビリティ　　51

ックする。また裁判所は訴訟を通じて行政が違法な行為を行ってい
ないか，違憲立法審査権を用いて議会が憲法に反する立法をしてい
ないかを判断する。そのほか，国家が適切な支出を行っているか
（会計検査院），汚職がなされていないか（汚職対策機関），公平な選挙
を行っているか（選挙管理機関），政府が適切な経済政策を行ってい
るか（中央銀行）などをチェックする仕組みが制度化されている。
これらを水平的アカウンタビリティと呼ぶ。
　これらのアカウンタビリティのメカニズムが機能しているか否か
は，民主主義か否かではなく民主主義の質の良し悪しを計るもので
ある。

本人 ─代理人関係

　政治学において「アカウンタビリティ」という言葉が使われる際，
政治家が権限を乱用したり不正を行ったりしていないかをチェック
する仕組みとは別に，本人 ─ 代理人関係における「アカウンタビリ
ティ」の用法がある。ややこしいことに，本人 ─代理人関係は上記
の「アカウンタビリティ」を説明するときにも用いられるので注意
が必要である。
　本人 ─代理人関係において，本人（プリンシパル）が代理人（エー
ジェント）に委任をする。本人は代理人にできる限り自分の選好を
実現してほしいと考えているが，代理人は必ずしも本人の思い通り
に動くとは限らない。そこで，本人は代理人を監視し，本人の意に
沿わない行動をした場合には制裁を加える。ここでしばしば制裁と
して規定されるのは，本人による代理人の解職である。本人 ─代理
人関係においてアカウンタビリティは，代理人が本人に対して単に
自分の行為を説明する必要があるだけでなく，それが不十分である
場合に地位を失うことまで含意している（ルピア =マカビンズ　2005）。
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52　　第 3 章　民主主義の多様性

　最も典型的な例は選挙だろう。本人である有権者がその代理人で
ある政治家を選挙で選ぶ。有権者にとって望ましい行動を政治家が
とらなければ，次の選挙で有権者はその政治家を落選させるのであ
る（→第 6 章 3）。
　選挙の例は先にみた「アカウンタビリティ」と重なっている。し
かし，本人 ─代理人関係そのものは政府や政治家に望ましい行動を
させるという含意よりも，むしろ本人と代理人との関係を中立的に
分析する手法といえる。

首相の権力の日英比較

　一つの例として，1970年代の日英における首相の権力に関する
研究を挙げよう（高安　2009）。1970年代のイギリスにおける政権
（とくに保守党）は首相に大きな裁量があったが，日本の自民党政権
では首相の権限が制約されていた。法律上，首相に付与された権限
はイギリスも日本も大きな違いはなかったにもかかわらず，このよ
うな違いが生じたのはなぜか。これが，この研究の問いである。
　高安は解の一つとして与党とその党の党首である首相との間の関
係から説明する（高安は，より複雑な本人 ─ 代理人関係を描いているの
だが，ここでは単純化して示そう）。この場合は党所属議員が本人で，
首相が代理人となる。本人たる党は代理人である党首を選出する。
日本では党首（総裁）の任期が短く頻繁に総裁選挙があり，また衆
参両院ともに選挙があるために勝てる総裁かどうかという観点から
所属議員たちからのチェックが入りやすい状況にあった。他方，イ
ギリスでは二大政党ともに党首の任期は長く，国政選挙も庶民院の
みで，党首が党から辞任圧力を受ける機会は少なかった。また政策
形成においても，日本の自民党は総裁が党内機関と権限を共有せざ
るをえなかったのに対して，イギリスの，とくに保守党の組織構造
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第 1 節　アカウンタビリティ　　53

において首相は党から政策形成のフリーハンドを得ていた。こうし
て，形式的な制度上は首相の権限に大きな違いがなかったにもかか
わらず，日英両国で実際の首相の権限に差が生まれたのである。

裁判官の任命方法

　本人 ─代理人関係におけるアカウンタビリティは，民主主義の質
を向上させるどころか，それがあることによって逆のメカニズムも
生じうる。その例として裁判官の任命方法について検討しよう。裁
判所のアカウンタビリティについて，「民主主義の質」の議論では
違憲立法審査権に基づく立法府への統制，つまり立法府が裁判所に
対して憲法に適合した立法を行っているという説明責任を負うとい
う説明をした。ここでは立法府のアカウンタビリティを向上させ，
民主主義の質を上げる，ということであった。
　これに対して本人 ─代理人関係においては裁判官を任命する政府
や議会が本人で，任命された裁判官が代理人となる。アカウンタビ
リティは任命された裁判官が任命権者である政府や議会に対して負
っているのである。ただし，民主主義の質の観点からいえば，違憲
立法審査権に基づいて立法をチェックする裁判所は政権から独立し
て判断できるほうが望ましい。それゆえ，本人 ─代理人関係におけ
るアカウンタビリティが機能しないような制度設計にする必要があ
るのである。
　その一つの方法は，政権が任命はできても解任はできないように
することである。たとえばアメリカの連邦最高裁判所の裁判官は，
上院の助言と同意に基づいて大統領が任命する。しかし，いったん
任命されれば任期は事実上終身となり，任命者の意図と独立して判
決を下すことができる。1953年にアイゼンハワー大統領によって
任命されたウォーレンは保守的な判決を下すことを期待されていた
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54　　第 3 章　民主主義の多様性

が，実際には人種隔離政策を違憲とするなど，人権を擁護する判決
を多く書いたことで有名である（阿川　2013：第 27章）。
　別の方法としては，任命した裁判官がどのような判断をしたかが
任命権者にわからないようにするものもある。欧州連合（EU）に
おいて EU司法裁判所の裁判官は各加盟国から一人ずつ任命され，
任期は 6年で再任がある。再任されたい裁判官は政府の意図通り
に判決を書きそうだが，EU司法裁判所の場合は，判決に際して少
数意見や反対意見を付すことができず，事件を担当した複数の裁判
官のうちどの裁判官がどのような判断をしたかは個別にはわからな
い（Voeten　2009）。こうして裁判官が政府から自立して判断できる
ような制度になっているのである（→第 8 章）。

参加・熟議・直接民主主義

　アカウンタビリティの程度が民主主義の質の問題として考えられ
るのは，主権者の代理人である議員や職業政治家が，その主権者の
寄託にどれだけ応えているかが民主主義の程度の問題であると考え
られるからである。この根底には，民主主義はあくまで主権者たる
一般市民の政治的意思に根差していなければならないという前提が
ある。
　この前提を前面に出した場合，民主主義とは，エリートによる媒
介を前提とする選挙民主主義・自由民主主義だけではない，という
考えは当然ありうる。それはいわば，民主主義の中でも，「よりも
っと民主的な」民主主義と，そうではないものとがあるという主張
を暗示している。

2 直接民主主義と間接民主主義
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第 2 節　直接民主主義と間接民主主義　　55

　そういった立場は，その強調点の違いによって，いくつかの立場
がある。一つには，より多くの人々が直接に政策決定に参加してい
る民主主義のあり方のほうが，そうではないものよりも，より民主
的だと考える立場である。このような立場には「参加民主主義」の
語が充てられる。
　民主主義指標の一つである V-Demも，最低限の民主主義指標と
は別に，参加民主主義度の指標も用意している（V-Demの詳細につ

いては第 2 章）。その際，参加度の指標として用いられているのは，
候補者選出過程がどの程度開放的か，国民投票やレファレンダムの
機会がどの程度あるのか，地方政府の長も選挙で選ぶことができる
のか，といった要素である（地方政府の長を選挙で選べない国もある）。
この観点から，国民投票の機会が多かったり，地方政府の長も選挙
で選べたりする民主主義は，そうではない民主主義よりも「より民
主的」だと主張する立場がありうるだろう。
　参加を重視する見方とはまた別に，一般の人々が実質的に民主的
な討議を行うことを重視する見方もある。民主主義の本質は，人々
による自身の自己決定にあると考えると，その自己決定の過程での
議論や検討がより充実しているほうが「より民主的」と考えられる
だろう。このようなことを主張する，「熟議民主主義」（あるいは討
議民主主義）の立場は，政治の規範理論も含めて，さまざまな議論
を展開してきた。この立場からすれば，ミニ・パブリックスや討論
型世論調査を実施している民主主義国家のほうが，「より民主的」
ということがいえそうである。
　参加を重視する立場にせよ，討議を重視する立場にせよ，共通し
ているのは，普通の人々がより深く，より実質的に意思決定に関与
することが，よりよいという発想である。その発想は，直接民主主
義こそがより民主的であり，間接民主主義（とその制度的設計たる代
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議制）は，より劣った民主主義だという発想があるようにも思われ
る。しかし，それは本当なのか。

代議制の重要性

　代議制は，（よく誤解されていることだが）歴史的には直接民主主義
の代替物として導入されたわけではなかった，ということはおさえ
ておかなければならない。「直接民主主義が理想だが，現実には不
可能だから，セカンドベストとして代議制と間接民主主義をとる」
というわけでは決してないのである（早川　2014）。間接民主主義
（ないし代議制民主主義）は，歴史的にも思想的にも，民主主義と自
由主義・共和主義といった異なる理念と価値のバランスをとるもの
として，時に直接民主主義よりも優れたものであると観念されるこ
とで，近代民主主義に導入されてきた（待鳥　2015；宇野　2020）。そ
ういった意味で，間接民主主義か直接民主主義かという論点は，単
純な民主主義の質の高低といった論点とは異なる論点だといえるだ
ろう。
　歴代の政治思想の中には，政治がより民意の寄託に応えるものに
なるためにこそ，間接民主主義を支持する見解が散見された。かつ
てモンテスキューは「代表者のもつ大きな利点は，彼らが諸案件を
討議できることである。人民はそれに全く適しない」（モンテスキュ
ー　1989: 296）と述べて代議制こそよい制度であると論じた。アメリ
カ建国を理論づけたフェデラリスト・ペーパーは，かつての悪しき
ギリシャ民主政と比較する中で近代国家アメリカ最大の美点は「人

4

民が全員参加の
4 4 4 4 4 4 4

かたち
4 4 4

で一体となって
4 4 4 4 4 4 4

政府に参与することから完全
4 4

に
4

排除されていること
4 4 4 4 4 4 4 4 4

」（ハミルトンほか　1999: 296）にあると堂々と
表明する。いずれも，直接民主制に懐疑的な目を向け，代議制民主
制こそが質の高い民主制であると論じる。経済学者のシュンペータ
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第 2 節　直接民主主義と間接民主主義　　57

ーがエリート間の競争こそが民主主義の有効な基準であると定義づ
けた背景にも，同じような問題意識があったといってもいいだろう
（シュムペーター　1995）。
　実際に，直接民主主義的な制度設計や決定が，より好ましい結果
をもたらすのか，つまり品質のよい民主主義であるのかについては，
必ずしも自明ではない。後ほど詳しく検討するが，直接民主主義の
典型である国民投票やレファレンダムは，国民からの純粋な発議に
よってではなく，政争の具として用いられることも多く，その結果
はしばしば感情的で，冷静な検討を欠く結果に至ることもある（実
際の熟議による民主政の試みにあっても，運用には相当の制度化やルール

設定が不可欠である〈山本　2021〉）。
　第二次世界大戦前には，代議制民主主義に対して，本来の民主主
義から乖

かい
離
り
しているとして政治的左右の双方から批判が吹き荒れた。

その際，自分たちこそが真に民意を直接に代表するものであると主
張した政治イデオロギーのことを，今

こん
日
にち
の私たちはファシズムや共

産主義と呼んでいる。すなわち直接民主主義は全体主義の隠れ蓑
みの
に

も使われてきた経緯があるのである。そんな息苦しい時代に，なお
決死の覚悟で代議制民主主義こそ真の民主主義であると擁護した法
学者ケルゼンは，「対立する集団の利害を調整して妥協させること
ができなければ民主政は存立しえない」（ケルゼン　2009: 140）とし，
議会における職業政治家の老練な妥協と利害調整こそが民主主義の
品質を維持するものであるとして，そのあり方の重要性を問うた。
　ならば，民主主義の質的な違いや多様性は，その議会の中におけ
る利害調整のあり方にかかっているのかもしれない。次節では，そ
ういった多様な利害調整のあり方や民意の取り上げ方について，そ
の多様性を理解していこう。
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